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※起立性調節障害を理解してもらうために、どなたでもコピーして活用してください。 

ただし、商品販売等、営利目的には使用を禁止します。 

起立性調節障害は、成長期に自律神経のバランスが崩れて、さまざまな不調があらわれてきます。軽い症

状も含めると、中学生の約１割の子どもたちが経験している身近な病気です。症状の重さにかかわらず、早

めに適切なケアをしないと、うつ状態や引きこもりになる場合もあります。 

子どもが体調不良で学校に行けなくなったとき、『心の問題』なのか、『身体の病気』なのか、専門医に相談し

て治療に取り組み、家庭や学校でその子にあった対応をしていくことがとても大切です。 
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